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本
書
の
著
者
可
児
弘
明
氏
は
中
園
南
部
沿
海
地
方
、
特
に
香
港
に
お
け
る
民

衆
の
在
り
方
を
習
俗
、
信
仰
な
ど
の
視
黙
か
ら
研
究
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ

の
成
果
の
一
部
が
『
香
港
の
水
上
居
民
|
|
中
園
枇
曾
史
の
断
面
1

1
』
〈
岩

波
新
書
、
一
九
七

O
年
〉
と
し
て
毅
表
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
本
書
も
亦
、
か
か
る
著
者
の
一
貫
し
た
問
題
関
心
の
所
産
で
あ
る。

即
ち
、
本
書
の
「
前
言
」
及
び
「
あ
と
が
き
」
に
依
れ
ば
、
著
者
は
香
港
の
水

上
居
民
、
所
謂
一
盗
民
」
に
関
す
る
資
料
を
求
め
て
、
し
ば
し
ば
同
地
を
訪
れ

た
が
、
一
九
七
二
年
冬
に
、
本
書
の
基
礎
資
料
と
な
る
『
保
良
局
文
書
』
に
遅

遁
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
『
保
良
局
文
書
』
に
は
「
ア
ヘ

ン
戦
争
後
、
中
閣
の
南
部
沿
海
に
お
い

て
顕
著
な
祉
曾
問
題
と
な
っ
た
『
責
務
花
』
、
す
な
わ
ち
女
子
を
頁
買
な
い
し

略
賀
し
て
、
中
園
か
ら
海
外
へ
出
洋
さ
せ
た
で
き
ご
と
に
関
す
る
」
生
々
し
い

寅
態
が
「
在
地
の
中
園
人
自
ら
の
記
録
、
あ
る
い
は
『
務
花
』
自
身
の
記
録
」

の
形
で
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

著
者
の
説
明
に
依
れ
ば
、「
『
苑
花
』
に
つ
い
て
は
問
題
の
所
在
が
早
く
か
ら

気
づ
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
び
に
マ
ラ
ヤ
華
僑
史
の
少
数
研
究
者
に
よ
っ
て
す

で
に
先
駆
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
」
い
た
が
、
「
現
貧
に
は
研
究
が
一
種
の
謬

着
吠
態
に
お
ち
い
り
、
十
九
世
紀
の
歎
否
と
し
て
、
歴
史
の
暗
閣
の
部
分
に
置

か
れ
て
き
た
。
」
「
そ
の
原
因
は
、
明
ら
か
に
、
討
論
素
材
と
な
る
ま
と
ま
っ
た

史
料
的
根
援
が
十
分
知
ら
れ
ず
」
、
従
来
の
研
究
に
あ
っ
て
も
「
な
お
基
礎
資

料
の
多
く
を
、
生
気
を
敏
い
た
繍
民
地
関
係
の
公
式
記
録
、
政
府
刊
行
物
、
新

聞
な
ど
の
断
片
的
記
載
に
仰
い
で
」
い
た
黙
に
あ
っ
た
と
い
う
。
著
者
が
『
保

良
局
文
書
』
に
注
目
し
、
こ
れ
と
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
所
以
も
そ
こ
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
以
上
の
設
明
か
ら
も
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
保
良
局
文
書
を

基
礎
資
料
と
し
て
、
文
書
に
即
し
な
が
ら
貸
東
『
発
花
』
の
全
睦
像
を
可
能
な

か
ぎ
り
新
し
く
再
構
成
し
、
改
め
て
『
猪
花
』
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
検
誼

を
加
え
よ
う
と
意
闘
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
内
容
を
紹
介
す
る
に
先

だ
ち
、
本
書
の
章
別
構
成
を
記
し
て
お
く。

-

苦

力

貿
易
と

「
藷
花
」

一
近
代
中
閣
の
「
猪
仔
」
と
「
苑
花
」

二

ア
メ
リ
カ
「
務
花
」
と
香
港

三
香
港
保
良
局
の
開
設

四
香
港
保
良
局
文
書
の
設
現

五
新
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
旋
回

保
良
局
文
書
目
録

「
務
花
」
南
航
始
末

二
都
の
公
娼
制
度

船
政
官
問
話

冒
姿
扇
寅

既
婚
婦
人
の
略
貰

私
逃
す
る
妻
た
ち

略
賓
の
ひ
ろ
が
り

拐
匪
と
民
衆

二
十
世
紀
に
お
け
る
概
況

-173ー
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田
妹
仔
制
度
と
「
発
花
」

一
妹
仔
制
度
下
に
お
け
る
民
衆
の
脇
田
昼
間

二

妹

仔

の
祉
品
目
鐙
系
、
な
ら
び
に
海
外
鶴
賀

三
妹
仔
の
解
放

w
救
済
の
理
論
と
寅
際

一
迭
迷
、
領
育
、

領
婚

二
保
良
事
業
に
み
る
学
近
代
、
宇
封
建
的
性
格

三
植
民
地
統
治
と
教
務
事
業

附

篇

文

書

第
l
章
で
著
者
は
ま
ず、

従
来
の
諸
研
究
を
参
照
、
整
理
さ
れ
な
が
ら
、

「
猪
仔
」
を
組
上
に
の
せ
る
。
「
務
仔
」
と
は
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
苦
力

(
H
華

工
)
と
し
て
欧
米
人
に
買
い
取
ら
れ
て
い
っ
た
、
貧
農
や
破
産
者
を
意
味
す
る

贋
東
方
言
で
あ
る
。
「
発
花
」
の
歴
史
分
析
に
先
だ
ち
、
ま
ず
「
発
仔
」
を
取

り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
苦
力
と
ち
が
い
、

『
発
花
』
は
直
接
欧
米
人
に
よ
っ
て
中
園
か
ら
買
い
取

ら
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

『
発
花
』
も
ま
た
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
中
園
の
牢
植
民
地
化
、
な
ら
び
に
資
本
主
義
列
強
に
よ
る
世
界
の
再
編
成

に
も
と
づ
く
顕
現
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て

『
苑
花
』
の
歴
史
的
個
性
に
つ
い
て
検
誼
を
加
え
る
た
め
に
は
、
近
代
無
資
本

移
民
と
し
て
中
園
苦
力
に
も
照
射
を
あ
た
え
、
そ
の
文
脈
の
中
で
問
題
を
と
ら

え
な
け
れ
ば
十
全
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
書
の
第
1
4早
に
お
い
て
苦
力
問
題

を
研
究
枠
組
に
取
り
込
み
、
か
つ
書
名
に
苦
力
の
字
句
を
揺
入
し
た
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る
。
」
(
「
前
言
」
頁
"
刈
)

以
下
、
第
l
章
の
内
容
を
要
約
し
て
い
こ
う
。

第
一
節
。
無
資
本
移
民
と
し
て
の
中
園
苦
カ
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
か
ら
海
外

に
登
場
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
い
わ
ゆ
る
近
代
労
働
移
民
と

し
て
の
苦
力
は
、
中
薗
の
竿
植
民
地
化
と
欧
米
資
本
主
義
と
が
生
ん
だ
低
賃
金

努
働
者
で
あ
り
、
外
園
商
曾
あ
る
い
は
移
民
募
集
機
関
が
、
中
園
本
土
に
お
い

て
直
接
募
集
に
嘗
り
、
外
園
船
に
よ
っ
て
、
劣
悪
な
保
件
下
に
総
迭
し
、
現
地

で
は
奴
輔
副
的
に
使
役
し
た
。
し
か
も
南
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
一
部
イ
ン
ド
洋
に
わ
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模

で
大
量
輸
迭
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
と
は

一
一
愛
し
た
局

面
が
現
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
苦
カ
貿
易
は
一
八
四
五
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
行

な
わ
れ
、
そ
の
間
五
十
高
人
の
苦
力
が
総
迭
さ
れ
た
。
苦
力
貿
易
が
一
つ
の
ピ

l

p
に
達
し
た
一
八
五
九
年
、
ア
ロ
l
続
事
件
後
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
連
合

軍
に
占
領
さ
れ
て
い
た
慶
州
に
お
い
て
、
昨
凪
東
省
民
の
海
外
渡
航
が
公
認
さ

れ
、
翌
六

O
年
、
英
清
北
京
篠
約
第
五
旗
開
並
び
に
併
清
北
京
僚
約
第
九
僚
の
規

定
に
よ
り
、
中
園
人
の
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
、
こ
こ
に
海
外
移
住
の
禁
止

は
事
貧
上
死
文
と
化
し
た
。

一
方
、
「
宛
花」

は
今
の
と
こ
ろ、

一
八
五
0
年
代
初
頭
、
苦
力
貿
易
よ
り

数
年
お
く
れ
て
は
じ
ま
る
と
み
な
す
の
が
安
嘗
で
あ
る
。
ま
た
、
中
園
人
の
海

外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
て
も
、
女
子
の
場
合
は
移
民
に
同
行
す
る
妻
子
だ
け
に

限
ら
れ
、
単
身
女
子
に
封
す
る
渡
航
禁
止
は
基
本
的
に
愛
化
を
き
た
さ
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
支
配
者
意
識
の
中
で
、
儒
教
的
家
族
主
義
に
よ
る
女
子
渡
航

の
規
制
が
い
か
に
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が

佐
倉
慣
習
と
し
て
民
衆
意
識
の
中
に
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い

る。

-174ー
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第
二
節
。
一
八
六

0
1七
0
年
代
、
寸
発
花
」
強
賓
が
ま
す
ま
す
顕
在
化
し

て
い
く
に
つ
れ
、
そ
の
紹
好
の
港
と
な
っ
た
の
は
香
港
と
マ
カ
オ
と
い
う
、
い

ず
れ
も
清
朝
の
主
権
が
及
ば
ぬ
港
湾
都
市
で
あ
っ
た
。
就
中
、
南
京
篠
約
に
よ

り
イ
ギ
リ
ス
の
直
稽
植
民
地
と
な
っ
た
香
港
の
繁
栄
は
、
ア
ヘ
ン
貿
易
と
並
ん

で
苦
力
貿
易
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
香
港
で
は
、
中
園
人
船
客
法
の

施
行
、
華
民
政
務
司
の
新
設
、
香
港
僚
例
の
夜
布
な
ど
に
よ
っ
て
苦
カ
輪
迭
の

監
視
程
制
を
強
め
た
が
、
い
ず
れ
も
殆
ん
ど
無
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
香

港
が
人
口
の
九
四
|
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
中
園
人
が
占
め
る
と
い
う
、
牢
封
建

的
な
中
園
杜
舎
を
内
磁
し
た
都
市
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
政
策
の
原
理
が

中
園
人
の
傍
統
的
秩
序
を
破
媛
せ
ず
、
む
し
ろ
醤
秩
序
の
仕
組
を
利
用
し
て
、

閲
接
的
に
統
治
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
学
封
建
的
な
中
園
社
舎
の
民
事
慣

行
た
る
人
身
頁
買
を
存
繍
さ
せ
、
結
果
的
に
人
身
の
海
外
強
寅
を
助
長
し
た
か

ら
で
あ
る
。

香
港
を
経
由
す
る
中
園
人
移
民
の
渡
航
先
は
、
一
八
六

0
年
代
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
代
っ
て
ア
メ
リ
カ
(
主
に
カ
リ
フ
ォ
ル
エ
ア
)
が
一
位
と
な
る
。
ア

メ
リ
カ
移
民
の
主
鰻
が
庭
東
習
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
「
発
花
」
も

亦
、
由
聞
東
女
子
を
人
的
要
素
と
し
た
。
「
発
花
」
の
責
買
に
嘗
っ
た
の
が

「堂

舎
」
と
呼
ば
れ
る
、
外
地
で
同
姓
あ
る
い
は
地
縁
集
闘
を
形
成
で
き
な
い
微
弱

な
下
位
の
孤
立
的
勢
力
が
本
園
の
禽
黛
に
な
ら
っ
て
組
織
し
た
図
燈
で
あ
っ

た。
七
0
年
代
に
入
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
堂
禽
及
び
「
猪
花
」
の

存
在
は
祉
舎
問
題
と
し
て
表
面
化
し
、
そ
の
結
果
、
一
八
七
五
年
に
香
港
の
ア

メ
リ
カ
領
事
は
渡
航
審
査
を
開
始
し
、
問
題
の
あ
る
女
性
の
渡
航
申
請
を
許
可

し
な
い
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
同
じ
頃
、
香
港
在
住
の
中
園
人
紳
商
聞
で
も

「
発
花
」
の
防
止
が
問
題
と
な
り
、
迭
に
一
八
七
八
年
、
香
港
保
良
局
が
開
設

さ
れ
る
。

こ
の
香
港
保
良
局
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、
著
者
は
第
三
節
で
詳
し
く
説
明

さ
れ
、
つ
づ
く
第
四
節
に
お
い
て
、
本
書
の
基
礎
資
料
で
あ
る
『
保
良
局
文

書
』
に
関
し
て
、
そ
の
内
容
、
特
徴
、
意
義
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
著
者
の
調
査
に
依
れ
ば
、
こ
の
文
書一
は
光
緒
八
三
八
八
二
)
年
よ

り
宣
統
三
(
一
九

一
一
)
年
に
至
る
聞
の
文
書
一

一
五
綴
、
中
華
民
園
よ
り
太

卒
洋
戦
争
に
至
る
開
の
文
書
一
五
五
綴
、
合
計
二
七

O
綴
が
現
存
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
書
中
の

「務
花
」
供
述
書
は
、
入
念
な
尋
問
を
経
て
作
成
さ
れ
た
結

果
、
そ
の
内
容
は
け
っ
し
て
形
式
的
で
は
な
い
。
し
か
も
人
身
貰
買
被
害
者
だ

け
で
な
く
、
近
郊
者
、
親
縁
者
、
誘
拐
容
疑
者
な
ど
の
供
述
書
、
調
書
を
含
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
被
害
者
が
身
を
置
い
た
枇
舎
の
金
値
構
造
や
倫
理

の
脈
絡
の
な
か
に
人
身
責
買
の
論
議
を
に
つ
め
、
「
発
花
」
貰
買
の
展
開
を
あ

と
づ
け
る
試
み
を
容
易
に
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
書
中
最
古
の
も
の
は
一
八
八
二
年
三
月
の
も
の
で
あ
る
が
、

第
五
節
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
八
七

0
年
代
を
境
に
、
「
苑
花
」
の
主

流
が
サ
ン
フ

ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
旋
回
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

『
保
良
局
文
書
』

に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
の
「
苑
花
」
を
よ
り
多
く
記
録
さ
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

一175一

第
H
章
以
下
に
お
い
て
、
著
者
は

『保
良
局
文
書
』
中
の
記
録
を
随
慮
に
引

用
さ
れ
な
が
ら
、

「発
花
」
の
貧
態
及
び
そ
の
祉
曾
的
背
景
を
魁
明
に
追
究
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
第
E
章
で
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
「
苑
花
」
に
正
面
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

第
一
節
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
香
港
|
海
峡
植
民
地
聞
の

「
発
花
」
強
頁
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は、

ω娼
妓
を
南
航
せ
し
め
る
も
の
、

ω貧
家
が
賓
の
娘
を
海
外
の
博
を
頼
っ

て
直
接
寅
却
し
た
も
の
、
川
問
中
園
『
内
に
お
い
て
金
銭
で
賓
賀
さ
れ
た
女
子
を
買

主
が
南
航
せ
し
め
、
現
地
の
鴎
買
主
が
そ
の
女
子
を
侍
妾
、
娼
妓
、
養
女
、
妹

仔
(
第
E
章
で
詳
述
)
と
し
て
使
役
も
し
く
は
描
仲
買
し
た
も
の
、

ω中
圏
内
に

お
い
て
誘
拐
、
煽
資
な
ど
略
賀
し
た
女
子
を
南
航
さ
せ
て
、
現
地
到
着
後
に
椋

費
し
た
も
の
、

ω中
圏
内
で
略
賀
し
た
幼
女
を
南
航
さ
せ
、
現
地
で
裳
女
と
し

て
娼
家
な
ど
へ
鶴
賀
し
た
も
の
、
以
上
の
五
類
に
分
類
で
き
る
。

ま
た
、
華
僑
祉
舎
の
特
徴
と
し
て
、
先
ず
男
子
過
剰
の
華
僑
祉
舎
が
海
外
に

成
立
し
、
後
か
ら
婦
女
子
の
強
賀
問
題
か
設
生
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

「唐

行
き
さ
ん
」
を
先
頭
に
立
て
て
東
南
ア
ジ
ア
進
出
を
行
な
っ

た
同
時
代
の
日
本

と
は
封
照
的
で
あ
り
、
「
唐
行
き
さ
ん
」
と

「
苑
花
」
は
、
歴
史
の
背
後
紋
況

に
お
い
て
か
な
り
異
な
る
の
が
員
賞
だ
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節
。
香
港
に
お
い
て
、
船
政
官
な
い
し
船
頭
官
の

「問
話
」
と
か

「
問

話
黙
名
」
と
呼
ば
れ
る
移
民
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
船
政
官
の
問
話

は
形
骸
化
し
、
誘
拐
犯
人
や
貿
主
の
数
唆
を

み
や
ぶ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
官
憲
の
櫛
暴
と
牧
賄
も
紹
え
ず
、
船
政
腐
の
移
民
審
査
も
こ

の
例

外
で
は
な
か
っ
た
。

第
三
節
。
婦
女
子
を
略
買
す
る
常
套
手
段
の

一
つ
に
「
宮
市
安
煽
寅
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
結
婚
を
口
貨
と
す
る
女
子
の
略
賀
で
あ
り
、
未
亡
人
を
略
賀
す
る

手
段
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
手
段
が
款
を
奏
す
る
背
景
の
ひ
と

つ
に
、
登
記
を
前
提
と
し
な
い
婚
姻
制
度
な
ら
び
に
婚
姻
慣
習
が
あ
っ
た。

第
四
節
。
瞭
東
省
の
略
責
針
象
に
は
「
婦
」
す
な
わ
ち
既
婚
女
性
を
多
数
含

み
、
「
女
」
す
な
わ
ち
未
婚
女
子
に
被
害
者
が
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ

前
者
が
多
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
黙
に
特
質
が
あ
る
。
既
婚
女
子
の
略
貰
の
背
後

に
あ
っ
た
の
は
貧
困
と
い
う
経
済
的
理
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

夫
な

ら
び
に
家
姑
の
虐
待
な
ど
、
社
舎
的
要
因
も
看
逃
せ
な
い
。

第
五
節
。
十
九
世
紀
末
の
保
良
局
文
書
で
著
し
く
目
立
つ
の
は
、
妻
あ
る
い

は
侍
妾
が
夫
家
を
逃
散
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
無
子

の
婦
で
あ
る
こ
と
、
嫁
ど
う
し
の
不
和
、

夫
の
女
性
関
係
、
妻
妾
制
度
な
ど
が

あ
る
。
私
逃
は
紹
望
的
な
自
己
解
放
で
あ
り
、
そ
の
何
人
か
が
海
外
へ
渡
り
、

「
猪
花
」
と
な
る
運
命
に
甘
ん
じ
た
に
相
違
な
い
。

ま
た
本
節
で
は
、
結
婚
を
否
定
す
る
女
性
の
仲
閲
組
織
で
あ
る
「
金
問
禽
」

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

第
六
節
。

香
港
を
経
由
し
て
強
資
さ
れ
る
「
苑
花
」
の
出
身
地
は
度
東
省
が

勿
論
多
い
が
、

一
八
九
七
年
の
中
緬
傑
約
附
款
に
よ
っ
て
西
江
の
内
河
航
行
穫

が
解
放
さ
れ
る
と
、
底
西
省
に
お
い
て
も
海
外
に
関
連
し
た
人
身
略
賓
が
よ
り

盛
ん
と
な
っ
た
。
他
方
、
海
外
の
渡
航
先
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
で
あ
る

が
、
そ
こ
が

「南
の
十
字
路
」
と
な
っ
て
、
ベ
ナ

ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
内
陸
部
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
サ

ン
ダ
カ

ン
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
に
も
及
ん

だ
。
ま
た
、
「
発
花
」

南
航
の
風
潮
が
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
女
性
の
海
外
略
賓
を
汲
生

さ
せ
た
。

第
七
節
。

本
節
で
は
人
身
略
質
の
加
害
者
側
に
覗
黙
を
移
し
て
考
察
が
す
す

め
ら
れ
る
。
「
畑
富
市」
す
な
わ
ち
暴
力
的
な
人
身
強
奪
に
お
い
て
、
犯
罪
は
一

種
の
集
幽
組
織
な
い
し
連
絡
網
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
、
複
敏
の
人
員
が
連
紫
し

て
計
査
的
な
人
身
略
貰
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
は
無
頼
、
慢
徒
、

土

匪
の
類
に
限
定
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
一
般
民
衆
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
こ
ろ

に
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
婦
女
子
略
賓
の
特
色
が
あ
る
。
十
九
世
紀
の
宇
封
建

中
園
に
お
け
る
濁
自
の
原
理
か
ら
す
る
固
有
の
物
指
し
、
つ
ま
り
儒
数
的
孝
道

か
ら
す
れ
ば
、
人
身
寅
買
を
本
質
的
に
犯
罪
行
震
で
あ
る
と
す
る
意
識
が
民
衆

の
な
か
に
薄
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
恩
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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第
八
節
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
も
「
猪
花
」
出
洋
は
績
い
た
が
、
そ
の
終
期

を
一
腹
の
目
安
と
し
て
一
九
三

0
年
代
初
頭
に
置
く
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
二

0
年
代
末
か
ら
三

0
年
代
前
半
に
か
け
て
、

香
港

と
海
峡
植
民
地
に
お
い
て
娼
妓
と
妹
仔
が
制
度
と
し
て
否
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ

の
時
期
の
保
良
局
文
書
に
「
発
花
」
関
係
の
資
料
が
殆
ん
ど
姿
を
消
す
こ
と
で

あ
る
。
従
っ
て
、
「
務
花
」
出
洋
の
繕
繍
期
聞
を
一
八
五

0
年
代
初
頭
か
ら

一

九
三

0
年
代
初
頭
に
わ
た
る
約
八

O
年
聞
と
俵
定
的
に
考
え
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。か

く
も
長
期
聞
に
亙
っ
て
績
い
た
近
代
庚
東
に
お
け
る
「
発
花
」
は
、
十
九

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
、
牢
植
民
地
化
が
生

ん
だ
近
代
華
僑
枇
盛
田
の
形
成
過
程
に
お
け
る
陵
東
の
苦
悩
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
内
な
る
牢
封
建
的
祉
曾
の
産
物
で
も
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
二
重
に
搾
取

さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
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第
四
章
。
人
身
寅
買
や
略
賓
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
略
賓
の
弊
源
と
な

っ
た
存
在
と
し
て
「
妹
仔
」
が
あ
る
。
「
妹
仔
」
と
は
慶
東
方
言
で
、

針
債
を

接
受
し
て
人
身
支
配
権
を
移
縛
さ
れ
、
買
主
の
身
分
的
な
奉
公
人
と
な
っ
た
幼

女
、
少
女
を
指
す
。

さ
て
、

『
保
良
局
文
醤
』

に
は
「
務
花
」
、
娼
妓
、
侍
妾
の
前
歴
が
多
く
「
妹

仔
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
研
究
上
有
盆
な
資
料
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
「
妹

仔
」
貰
買
の
貧
際
、
買
主
の
倫
理
、
買
主
と
貫
主
の
社
曾
的
分
布
、
「
妹
仔
」

自
身
の
生
活
寅
態
な
ど
を
示
す
好
資
料
に
満
ち
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、

「
務
花
」
出
洋
が
嘗
祉
曾
の
構
造
と
倫
理
鐙
系
の
中
で
、
長
い
歴
史
を
も
っ
た

「
妹
好
」
賓
買
の
な
か
の
一
現
象
で
あ
っ
た
側
面
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

第
W
章
。
保
良
局
に
牧
容
さ
れ
た
人
身
略
賓
の
被
害
者
は
、
そ
の
大
多
数
が

僚
件
附
き
で
慎
重
裡
に
、
家
族
、
親
類
、

養
家
に
身
柄
を
迭
還
さ
れ
た
。
そ
れ

以
外
は
、
養
子
、
養
女
と
し
て
他
者
に
撫
養
さ
せ
(
領
育
〉
、
あ
る
い
は
、
結

婚
相
手
を
選
び
、

保
良
局
が
親
代
り
と
な
っ
て
結
婚
さ
せ
た
(領
婚
)
。

こ
の
よ
う
な
保
良
局
の
事
業
に
は
、
中
園
に
お
け
る
婦
女
子
保
護
史
上
、
注

目
す
べ
き
新
潮
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
華
民
政
務
司
に
よ
る
行
政
指

導
の
結
果
と
看
倣
す
べ
き
で
あ
り
、
保
良
局
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
仮
面
の
下
は
前

近
代
的
な
身
分
制
度
の
擁
護
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

保
良
局
を

設
立
、
運
営
し
た
商
業
資
本
家
が
め
ざ
す
解
決
の
仕
方
は
、
結
局
は
封
建
強
化

で
あ
り
、

園
内
盤
的
に
は
前
近
代
の
土
壌
に
狼
ざ
し
た
「
家
」
へ
の
回
婦
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

保
良
事
業
の
狙
い
は
婦
女
子
の
擁
護
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く、

実
は
俸
統
的
な
婦
道
に
も
と
づ
く
生
活
規
範
を
婦
女
に
自
先
的
に
樹
立
さ
せ
る

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

女
性
の
人
格
を
認
め
る
こ
と
が
ま
だ
薄
か
っ
た
時
期
の
中

園
に
お
け
る
女
性
保
護
の
歴
史
上
、
保
良
事
業
は
確
か
に
一
歩
「
進
ん
だ
」
存

在
た
り
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
が
、

す
く
な
く
と
も
一
九
三
0
年
代
初
頭

ま
で
、
そ
れ
は
女
性
保
護
の
高
揚
を
構
想
す
る
こ
と
な
く
、
萌
芽
の
ま
ま
彩
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
最
後
の
部
分
で
、
著
者
は
保
良
局
の
財
源
の
分
析
を
通
し
て
、

香
港

政
艇
が
保
良
局
を
植
民
地
支
配
の
補
完
装
置
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、
そ
の
黙
に
、
保
良
事
業
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
主
義
と
同
居
し
え
た
理

由
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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四

以
上
、
出
来
る
限
り
本
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
。

し
か
し
、
紙
数
の
制
限
も
あ
り
、
本
文
だ
け
で
も
四

O
O頁
に
近
い
力
作
で
あ
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る
本
書
の
内
容
を
す
べ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
に
、
読
後
感

と
若
干
の
疑
問
黙
を
述
べ
さ
せ
て
戴
い
て
、
評
者
の
責
を
塞
ぐ
こ
と
と
し
た

、L
V

ま
ず
、
著
者
が
本
書
の
著
述
で
主
眼
と
さ
れ
た
、
「
務
花
」
の
金
鍾
像
と
歴

史
的
性
格
の
解
明
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

『保
良
局
文
書
』
に
依
媛
し
え
た
こ

と
に
よ
り
、
「
務
花
」
の
寅
態
と
そ
の
背
景
、
つ
ま
り
全
健
像
は
か
な
り
具
短

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
も
、
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
「
発
仔
」
の
理
解
を
前
提
に
、
「
発
花
」
が
蛍
該
時
代
の
中
園
祉

舎
の
性
絡
、
な
ら
び
に
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
ア
ジ
ア
侵
略
と
有
機
的
に
連
関

し
て
い
た
こ
と
を
解
明
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
と
関
連
し
て
著
者
は
し
ば
し
ば

中
園
祉
曾
の
「
宇
封
建
」
「
牢
植
民
地
」
的
性
格
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
か

か
る
概
念
で
規
定
さ
れ
る
杜
舎
と
は
著
者
の
理
解
の
中
で
ど
の
よ
う
な
社
告
聞
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
中
園
近
代
史
研
究

に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
評
者
と
し
て
は
著
者
の

よ
り
詳
し
い
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
。

次
に
、
第
l
章
第
一
節
に
関
し
て
二
つ
ば
か
り
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第

一
に
、
著
者
は
苦
力
移
民
増
大
の
圏
内
的
理
由
と
し
て
、

間
同
一
東
省
に
お
け
る
破

産
農
民
や
失
業
者
の
激
成
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
乾
隆
末
以
降
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
中
圏
各
地
に
共
通
し
た
状
況
で
は

な
か
っ
た
か
。
著
者
も
棚
刷
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
口
の
大
移
動
と
い
う
黙

で
は
四
川
省
や
東
北
地
方
へ
の
も
の
も
あ
り
、
よ
り
規
模
の
小
さ
い
も
の
で
あ

れ
ば
、
恐
ら
く
か
な
り
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
か
か
る
人
口
移
動
を
も
た
ら
し

た
祉
舎
的
矛
盾
を
背
景
に
、
「
邪
教
」
、
「
舎
黛
」
、
少
数
民
族
に
よ
る
反
清
朝
運

動
が
ほ
ぼ
全
図
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
書
評
か
ら
や
や
外
れ
る

が
、
今
後
我
々
が
な
す
べ
き
研
究
の
ひ
と
つ
の
方
向
と
し
て
、

圏
内
に
お
け
る

人
身
略
賓
の
貿
態
、
つ
ま
り
海
を
渡
ら
な
か

っ
た
「
務
仔
」
や
「
苑
花
」
の
存

在
に
も
限
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、

著
者
は
従
来
の
諮
研
究
に
お
い
て
、
苦
力
貿
易
を

「十
八
世
紀
末

か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
た
か
ま
り
を
示
し
た
ア
フ
リ
カ
黒
人
奴
隷
解
放
運
動

と
直
射
関
係
を
も
た
せ
て
説
明
を
下
す
の
が
支
配
的
で
あ
る
」
こ
と
に
疑
問
を

提
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
こ
の
園
式
的
設
明
は
、

苦
力
の
首
事

園
で
あ
っ
た
中
園
の
存
在
を
二
義
的
に
扱
う
た
め
、
苦
力
貿
易
の
も
つ
歴
史
的

個
性
を
薄
れ
さ
せ
、
本
質
か
ら
限
を
そ
ら
さ
せ
る
き
ら
い
が
あ
る
」
と
述
べ

ら

れ
る
。
そ
し
て
、

苦
力
貿
易
の
本
質
を

「
首
時
に
お
け
る
資
本
主
義
の
再
生
産

構
造
の
な
か
で
、
中
園
が
貿
易
差
額
を
苦
力
提
供
の
形
で
決
済
さ
せ
ら
れ
た
」

慰
に
求
め
、

苦
力
が
「
ア
ヘ
ン
封
債
」
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
個
性
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
に
は
、
こ
こ
数
年
ア
ヘ

ン
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
評
者
も
お
お

い
に
啓
設
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

苦
力
貿
易
を
ア
フ

リ
カ
黒
人
奴
隷
解
放
と
直
針
的
に
捉
え
る
こ
と
に
謝
し
て
、

著
者
が
図
式
的
で

あ
る
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
黙
に
つ
い
て
、

若
干
の
意
見
を
述
べ
た
い
。

著
者
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
雨
者
を
直
射
的
に
把
え
る
こ
と
に
無
理
が
あ

り
、
且
つ
賞
事
園
で
あ
る
中
閣
の
存
在
を
充
分
重
践
す
べ
き
だ
と
し
て
も
、
資

本
主
義
の
世
界
市
場
形
成
と
い
う
世
界
史
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
、
爾
者
は

労
働
力
の
問
題
と
し
て
関
連

e

つ
け
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
者
が

重
視
さ
れ
る
ア

ヘ
ン
を
含
め
た
中
園
貿
易
そ
の
も
の
が
、

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
資
本
主
義
の
世
界
市
場
の
中
に
不
可
紋
の
要
素
と
し
て
既
に
組
み
込
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
我
が
図
に
も
紹
介
さ
れ
た
エ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
氏
の
諸
研
究
(
例
え
ば
、
中
山
毅
羽
一
時
『
資
本
主
義
と
奴
隷
制
』
理
論
社
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一
九
六
八
年
、
川
北
稔
謬
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
か
ら
カ
ス
ト
ロ
ま
で
ー
ー
カ
リ
ブ
海

域
史
、
一
四
九
二
一
九
六
九
』

I
、

E

岩
波
書
庖
一
九
七
八
年
〉
も
や

は
り
雨
者
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
い
る
が
、
評
者
も
こ
れ
に
同
意
し
た
い
。
著

者
も
亦
、
苦
力
貿
易
を
「
中
園
が
巻
き
込
ま
れ
た
世
界
市
場
に
お
け
る
き
わ
め

て
組
織
化
さ
れ
た
植
民
地
的
破
奪
の
顕
現
」
と
看
倣
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
雨
者
の
不
連
繍
性
を
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
世
界
史
上
に
お
け
る
苦
力
貿

易
の
位
置
が
か
え
っ
て
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
評
者
は
恐
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
菰
後
感
を
主
に
第
I
章
第
一
節
を
中
心
に
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
は
嘗
該
部
分
が
評
者
の
専
門
分
野
に
近
い
と
い
う
理
由
、
つ
ま

り
評
者
の
微
力
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
黙
に
つ
い
て
、
著
者
並
び
に

説
者
の
御
海
容
を
お
願
い
し
た
い
。

本
書
の
興
債
は
何
と
い
っ

て
も

『
保
良
局
文
書
』
を
駆
使
さ
れ
た
部
分
に
あ

る
。
こ
の
文
書
は
『
香
港
保
良
局
史
略
』
(
一
九
六
八
年
〉
に
そ
の
一
部
が
引

用
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
と

427 

い
う
。
著
者
は

「
保
良
局
文
書
の
設
現
は
、
植
民
地
史
研
究
に
新
た
な
る
観
野

を
開
く
具
鰻
的
な
刺
激
を
あ
た
え
る

こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
。
こ
の
資
料
が
第
日
章
か
ら
第
W
章
ま
で
の
随
庭

に
、
現
代
日
本
語
に
翻
課
さ
れ
て
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
由
聞
東
方
言
を
含
む

原
文
を
著
者
が
努
を
惜
し
ま
ず
語
解
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
「
庇

東
の
民
衆
に
と
っ
て
近
代
の
建
音
が
一

健
何
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
著
者
の

問
題
設
定
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
記
録
が
肉
撃
で
答
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

筒
、
『
保
良
局
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
白
銀
が
第
i
章
の
終
り
に
、
ま

た
、
文
書
中
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
(
六
十
四
件
)
が
巻
末
に
附
篇

と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
地
園
(
出
国
東
省
圏
、
珠
江
沿
岸
圃
)
、

索
引
が
譲
者
に
便
宜
を
輿
え
て
い
る
。
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